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たまねぎレポート【第４１２号】 

 

令和４年２月２６日  

社 内 報 

  阪南青果株式会社 

 １月の日本の天候は、気温は、東日本で低く、沖縄・奄美で高くなった。降水

量は、北日本の日本海側でかなり多かった。北海道のオホーツク海側で記録

的な大雪があった。日照時間は、西日本の日本海側でかなり多かった。２月は、

全国的に低温傾向で北海道地方では、過去に例を見ない大雪に見舞われた。 

 気象庁の３～５月の３か月予報では、平均気温は、北日本で高い確率５０％、

東日本で平年並み亦は高い確率ともに４０％。沖縄・奄美で平年並み亦は低い

確率ともに４０％。降水量は、沖縄・奄美で平年並み亦は少ない確率ともに４

０％。月別予報は次の通り。 

 ３月、北日本の日本海側では、平年に比べ曇りや雪または雨の日が少ない。

東日本の日本海側では、天気は数日の周期で変わるが、平年に比べ曇りや雨
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亦は雪の日が少ない。西日本の日本海側では、天気は数日の周期出変わる。

北日本の太平洋側では、平年と同様に晴れの日が多い。東・西日本の太平洋

側では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多い。沖縄・奄

美では、天気は数日の周期で変わるが平年に比べ曇りや雨の日が少ない。 

 ４月、北・東日本の日本海側では、天気は数日の周期で変わる。北・東日本

の太平洋側と西日本では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの

日が多い。沖縄・奄美では、天気は数日の周期で変わるが平年に比べ曇りや

雨の日が少ない。 

 ５月、北日本では、天気は数日の周期で変わる。東・西日本では、天気は数

日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多い。沖縄・奄美では、平年と同

様に曇りや雨の日が多い。 

 

野菜の概況 

建値市場の１月の野菜の販売量は、１９８，４８３トン前年比９７％（前月比８

８％）、平均単価はｋｇ￥２３４前年比１０１％（前月比１０４％）。市場別には多少

のバラツキがあるものの、総じては入荷減の単価はやや高めとなっている。市

場別の販売量と平均単価は、札幌市場の販売量は前年比９４％、平均単価は

㎏￥２０７前年比１０９％。東京市場の販売量は前年比９６％、平均単価は Kg

￥２４７前年比９９％。名古屋市場の販売量は前年比９６％、平均単価は㎏￥２

３４前年比１０５％。大阪本場の販売量は前年比９７％、平均単価は㎏￥２３２

前年比１０４％。福岡市場の販売量は前年比９９％、平均単価は㎏￥１７６前年

比９７％となっている。 

建値市場の１月の玉葱の販売量は２０，２６６トンで前年比８３％、（前月比８

２％）、平均単価はｋｇ￥１７６前年比２０５％（前月比１０９％）。市場別には多少
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のバラツキはあるものの総じては、入荷減の単価高となっている。市場別では、

札幌市場の販売量は３，１１２トン前年比８６％、平均単価はｋｇ￥１３６前年比２

２７％。東京市場の販売量は７，９７７トン前年比８４％、平均単価はｋｇ￥１９０

前年比２０２％。名古屋市場の販売量は４，８２４トン前年比８３％、平均単価は

ｋｇ￥１６５前年比１９４％。大阪本場の販売量は２，６２４トン前年比６８％、平均

単価はｋｇ￥１９９前年比２２４％。福岡市場の販売量は１，７２９トン前年比１０

３％、平均単価はｋｇ￥１８０前年比１９６％となっている。１月は福岡市場だけ

が前年比増、大阪本場は引き続き前年比大幅減となっている。 

日本農業新聞社の調べでは、主要７地区代表卸７社の１月の主要野菜１４

品目の販売量と単価は、販売量が９０，３７２トン前年比３％減、平年（過去５年

平均値）比１％減。平均単価はｋｇ￥１４４前年比２％高、平年比４％安となって

いる。コロナのまん延防止等重点措置の適用拡大で、学校給食や飲食店の需

要が再び減退。昨年からの低迷を引きずる品目が目立った。と伝えている。 

販売量が前年比増の品目は、ネギが前年比１６％増、ナスとピーマンが９％

増、ホウレンソウと・ピーマン・サトイモが２％増などの８品目。販売量が前年比

減の品目はジャガイモが前年比１６％減、サトイモが１４％減、トマトが１２％減、

タマネギが１０％減など５品目。前年と同量がキュウリ１品目。前年比高となっ

た品目はタマネギがｋｇ￥１５０で前年比１００％高、ジャガイモがｋｇ￥２０４で１

８％高、トマトがｋｇ￥２９３で１５％高、レタスがｋｇ２０８で８％高など４品目。前

年比安の品目は、ネギがｋｇ￥２７１で前年比３４％安、ニンジンがｋｇ￥８１で２

９％安、キャベツがｋｇ￥６９で１７％安、ダイコンがｋｇ￥６５で１４％安など１０品

目となっている。 

東京都中央卸売市場の１月の野菜の入荷量は、１１１，６３１トン前年比９

８％（前月比９１％）。平均単価はｋｇ￥２４７前年比９９％（前月比１０３％）となっ
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ている。入荷は前年比やや減で、価格は前年比やや安く、前月比でやや髙くな

っている。前月に続き、タマネギ、バレイショが前年比大幅高、ネギ、キャベツが

大幅安となっている。 

主要１５品目で入荷が前年比増の品目は、キャベツが前年比１１６％、ネギ

が１１１％、ナスが１１０％など５品目。入荷が前年比減の品目は、たまねぎが

前年比８４％、トマトが８８％、ホウレンソウとバレイショが９１％など９品目。価

格が前年比高の品目は、タマネギがｋｇ￥１９０で前年比２０２％、バレイショがｋ

ｇ￥２４１で１２１％、レタスがｋｇ￥２７４で１１８％。トマトがｋｇ￥３３９で１１３％な

ど５品目。前年比安の品目はネギがｋｇ￥２５６で前年比６１％、ニンジンがｋｇ

￥１００で７１％、サトイモがｋｇ￥２７８で７５％、キャベツがｋｇ￥７９で７９％。な

ど１０品目となっている。 

 

 

東京都中央卸売市場の１月の入荷量と単価 

品   目 入荷量 前年比 前月比 単 価 前年比 前月比 

  ( t ) ( % ) ( % ) ( \/kg ) ( % ) ( % ) 

野 菜 総 数 111,631 98.3 90.7 247 99.4 103.4 

た ま ね ぎ 7,977 84.2 89.2 190 202.4 104.4 

キ ャ ベ ツ 15,005 116.4 107.2 79 79.2 141.1 

は く さ い 13,901 92.6 90.5 39 105.3 114.7 

だ い こ ん 10,315 97.3 95.7 77 84.7 128.3 

に ん じ ん 6,558 96.6 76.6 100 70.8 97.1 

ば れ い し ょ 6,305 91.0 91.7 241 121.3 112.6 

レ  タ  ス 5,984 99.8 90.7 274 117.7 140.5 
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ト  マ  ト 5,215 87.8 116.5 339 113.4 75.0 

ね     ぎ 5,065 110.7 88.9 256 60.7 98.5 

か ぼ ち ゃ 1,760 104.7 71.4 187 91.7 82.7 

な が い も 640 81.5 78.7 275 88.6 91.1 

れ ん こ ん 630 68.2 54.5 537 138.9 90.0 

に ん に く 192 102.7 86.1 1,076 84.9 96.8 

 

 

玉葱の概況  

需要（市場）の動き 

東京市場 

東京都中央卸売市場の１月の玉葱の入荷量は７，９７７トン前年比８４％（前

月比８９％）。主力の北海物の入荷は６，６８５トン前年比８１％、占有率は８４％

前年比１ポイントダウン。静岡物は予想を大幅に下回り、７８０トン前年比７７％、

占有率は１０％前年比１％ダウン。中國物は４４７トン前年比３５１％、占有率は

６％前年比５ポイントアップ。総平均単価はｋｇ￥１９０前年比２０２％（前月比１０

３％）。産地別では、北海物はｋｇ￥１８５前年比２３３％。静岡物はｋｇ￥２７２前

年比１３２％。中國物はｋｇ￥１２１前年比１１６％。となっている。 

２月に入ってからも、静岡の新物の入荷は一向に増えないし、愛知・長崎・佐

賀も顔見世程度の入荷で、品薄高の相場が続く。北海物の少ないのは承知し

ているものの、少な過ぎて販売に苦労が絶えない。昨今では、静岡物に増加傾

向が見られるものの、入荷は特定の卸に集約され、全体の出回り量は少ない。

静岡以外はいずれの早生産地も、冷え込みが続き球肥大が遅れ、断続的な入

荷で、連続出荷は３月になる。北海物の入荷は少ないことに加えて、度重なる
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大雪で輸送が乱れ不安定化し、品不足が深刻化している。 

２月１日～１９日の入荷量は６，１７３トン前年比８２％、平均単価はｋｇ￥２０４

前年比１９４％。前月と同様で静岡物の入荷は最盛期にも拘らず予想を大きく

下回り、中國物が前年比３倍に増加した。産地別では、北海物の入荷は４、８４

９トン前年比８３％、平均単価はｋｇ￥１９４前年比２３７％。静岡物は９０５トン前

年比６１％、平均単価はｋｇ￥２７９前年比１４９％。中国物は２９６トン前年比２８

７％、平均単価はｋｇ￥１１２前年比９８％。となっている。 

名古屋市場 

名古屋市中央卸売市場の１月の玉葱販売量は４，８２４トン前年比８３％（前

月比７４％）で前年比、前月比とも大幅減となっている。主力は北海物で、販売

量は４，４４４トン前年比８３％、占有率は９２％前年比１ポイントダウン。静岡物

は２５４トン前年比６７％、占有率は５％前年比２ポイントダウン。中国物は１００

トン前年比４０４％、占有率２％前年比２％アップ。愛知物は２０トン前年比１０

４％。総平均単価はｋｇ￥１６５前年比１９４％（前月比１１１％）。産地別の平均

単価は、北海物はｋｇ￥１５７前年比２０７％。静岡物はｋｇ￥３１５前年比１４８％

中國物はｋｇ￥１１３前年比１３８％。愛知物はｋｇ￥３０７前年比１２３％となって

いる。 

２月に入ってからも、北海物の入荷は計画量が少ないことに加え、積雪によ

る輸送便の乱れが長引き、品不足が続いている。静岡物もやや増加傾向にあ

るものの、予告された数量にはほど遠い。地場産地の愛知物も冷え込みによる

生育遅れで、顔見世程度の入荷である。深刻な品不足が続き、高値承知で北

海物を転送業者から買い集めている。昨今では、転送品の手当ても困難で、価

格に拘わらず、集荷出来なくなっている。３月は更に品不足が深刻化する可能

性が高い。輸入物も思考しているが、仲卸の興味が薄く、導入を控えている。 



7 

 

大阪本場 

大阪市中央卸売市場本場の１月の玉葱の販売量は、２，６２４トン前年比６

８％（前月比７３％）で前年比、前月比とも大幅減であった。特に北海物の入荷

減が顕著であった。産地別の販売量は、北海物が２，０３２トン前年比６０％、占

有率７７％前年比１１ポイントダウン。兵庫物は４１５トン前年比１３６％、占有率

１６％前年比８ポイントアップ。静岡物は１３９トン前年比８１％、占有率５％前年

比１ポイントアップ。総平均単価はｋｇ￥１９９前年比２２４％（前月比１２１％）。

品不足が深刻化し相場は一段高となった。産地別の平均単価は、北海物がｋｇ

￥１８０前年比２４４％。兵庫物はｋｇ￥２６１前年比１５０％。静岡物はｋｇ￥３０３

前年比１３１％となっている。 

２月に入り、北海物の在庫減を踏まえ、静岡物を始め府県産の新物増を期

待したものの、いずれの産地も低温が続き、球肥大が遅れ入荷は予想を下回

った。入荷増は兵庫の冷蔵物だけで、仲卸は品質を警戒しながらも玉葱の品不

足を背景に、堅調相場を維持している。入荷増を期待した静岡物は最盛期を迎

えても一向に増えず、品不足で割り当て販売が続いている。２月の北海道は、

過去にない大雪に見舞われ、輸送便が乱れ入荷が不安定化して、北海物の品

不足が深刻化している。 

２月５日～１９日の販売量は２，０２８トン前年比６８％、平均単価はｋｇ￥２０７

前年比２２５％。産地別では、北海物は１，５０８トン前年比６３％、平均単価は 

ｋｇ￥１８６前年比２５５％。兵庫物は２７３トン前年比１４７％、平均単価はｋｇ

￥２４３前年比１４９％。静岡物は１８１トン前年比６３％、平均単価はｋｇ￥３００

前年比１５１％。長崎物は４１トン前年比１１９％、平均単価はｋｇ￥３２４前年比

１７９％となっている。年明け以降の冷え込みで、新物の生育がやや遅れ気味

である。 
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福岡市場  

福岡市中央卸売市場の１月の玉葱販売量は、１，９０８トン前年比１０３％(前

月比９１％)で、前年比増、前月比減となっているが、前年比増は福岡市場だけ

である。北海物が主力で、北海物の販売量は１，４００トン前年比９０％、占有率

８１％で前年比１２ポイントダウン。中国物は２５２トン前年比３３２％、占有率１

５％前年比１０ポイントアップ。愛媛物は４２トン前年比３７５％、占有率２％で前

年比１ポイントアップ。総平均単価はｋｇ￥１８０前年比１９６％（前月比１０７％）

で前年比、前月比高となっている。産地別の平均単価は、北海物はｋｇ￥１８９

前年比２１５％。中国物はｋｇ￥１０４前年比１０５％。愛媛物はｋｇ￥２５８前年比

１２２％。となっている。 

２月に入って、長崎の新物の入荷が始まり、２週目には日量５～１０トンの入

荷となったが、品質的には未熟傾向で今ひとつの品物が多かったものの、産地

が強気で指値が高く売り辛かった。月半ばから、佐賀物の走りも入荷したが、

北海物主力の販売であった。北海物の直送品は、過去に例のない大雪に見舞

われ輸送が乱れ、着荷が少なく苦心した。輸入物も視野に入れたものの、買参

人は輸入物に興味薄で、価格に拘わらず北海物を集めざるを得なかった。昨今、

長崎物は出荷期を迎え、日量３０トン前後の入荷となり、荷動きは鈍化傾向に

ある。球流れは、Ｌ中心で２Ｌは少ない。佐賀は、白石物の走りが入荷している

が、２Ｌは殆どなく，やや小振りで指値は何処よりも高い。新物は、此の先最盛

期を迎え３月は軟調相場となるが、北海物は入荷減で引き合い強く、価格に拘

わらず集荷困難と見ている。愛媛の冷蔵物は今週で終了する。 

２月１日～１９日の玉葱の販売量は１，３３２トン前年比９９％、平均単価はｋｇ

￥１９５前年比２１３％。前年に比べ入荷は微減で価格は大幅高となっている。 
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２月２４日（木）の建値市場の玉葱市況は次の通り 

【札幌市場】 入荷２３５トン   保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,500～4,300、 Ｌ大￥4,500～4,300、 Ｌ￥4,200～3,900、  

          Ｍ￥3,000～2,900。 

静  岡 10kgDB Ｌ￥3,800～3,500、                  

【太田市場】  入荷１８８トン   強保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,800～4,700、 Ｌ大￥5,000～4,500、  Ｌ￥4,400～4,200、  

          Ｍ￥3,000～2,800。 

静  岡 10kgDB２Ｌ￥2,700～2,500、 Ｌ￥3,000～2,800、 Ｍ￥2,800～2,600、 

            Ｂ￥2,600～2,500。 

長  崎 10kgDB２Ｌ￥2,500～       Ｌ￥3,000～       Ｍ￥2,800～ 

佐  賀 10kgDB２Ｌ￥2,800～       Ｌ￥3,200～       Ｍ￥2,900～ 

            Ｓ￥2,300～     

【名古屋北部市場】 入荷８３トン   保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥5,000～4,500、 Ｌ大￥5,000～4,300、 Ｌ￥4,800～4,000、  

          Ｍ￥3,000～2,800。 

静  岡 10kgDB２Ｌ￥2,700～2,600、 Ｌ￥3,100～3,000、 Ｍ￥2,800～2,700、 

            Ｂ￥2,600～2,500。 

愛  知 10kgDB２Ｌ￥2,600～2,500、 Ｌ￥3,000～2,900、 Ｍ￥2,800～2,700、 

            Ｂ￥2,600～2,500。  

【大阪本場】  入荷９７トン   強い 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,500～4,400、 Ｌ大￥4,500～4,400、 Ｌ￥4,300～4,000、  

          Ｍ￥3,000～2,800。 

兵庫冷蔵 10kgDB２Ｌ￥2,400～2,000、 Ｌ￥2,800～2,600、 Ｍ￥2,300～2,100。 
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静  岡 10kgDB２Ｌ￥3,000～2,800、 Ｌ￥3,500～3,300、 Ｍ￥3,000～2,800、 

兵庫新玉 10kgDB２Ｌ￥2,800～2,700、 Ｌ￥3,200～3,000、 Ｍ￥2,800～2,700。            

            Ｂ￥3,000～2,800。 

長  崎 10kgDB２Ｌ￥3,000～2,700、 Ｌ￥3,200～3,000、 Ｍ￥3,000～2,700、 

            Ｓ￥2,000～1,800。 

熊  本 10kgDBＬ￥3,000～       Ｍ￥3,000～        

大  阪 10kgDB２Ｌ￥     ～       Ｌ￥     ～       Ｍ￥     ～ 

【福岡市場】 入荷１３４トン   保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥5,000～4,500、 Ｌ大￥5,000～4,500、 Ｌ￥4,800～4,000、  

          Ｍ￥3,500～3,200。 

愛媛冷蔵 10kgDB２Ｌ￥2,400～2,300、 Ｌ￥3,600～2,500、 Ｍ￥2,300～2,200。            

長  崎 10kgDB２Ｌ￥2,700～2,500、 Ｌ￥3,000～2,800、 Ｍ￥3,000～2,800。            

佐  賀 10kgDB２Ｌ￥2,800～       Ｌ￥3,200～      Ｍ￥3,000～ 

 

  供給(産地)の動き 

２月になり、北海道物の出回りは日々減少傾向となり、府県の新物の出回り

は日々増加傾向になると予想されたが、予想外の冷え込みが続いたことで、府

県の早生物の球肥大が停滞し、新玉の出回り量は予想を下回った。市況高を

反映して輸入物も大幅に増え、北海物の品不足を多少とも補充が出来、２月後

半からの市況は軟化傾向を辿ると予想していたが、輸入量は予想を大きく下回

った。従って玉葱の需給は品不足が深刻の度合いを深め、月後半の市況は予

想外れの一段高となった。 

３月は、府県物の出回り量は日々増加傾向となるものの、北海物は終盤期を

迎え、２月以上に減少する。府県の新物は静岡が終盤期に入るが、長崎・佐
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賀・愛知を始め、市況高を背景に各地に点在する極早生物が出廻る。通常３月

半ばから、需要は旬を迎えて増加傾向となるが、コロナの収束遅れで伸び率低

下が予想される。昨今の異常高の反動安となる可能性はあるものの、当面品

薄高傾向が続き、市況は平年に比べ高値の展開になると予想されている。 

北海道産地 

３月には、ＪＡ、商系を問わず、出荷終了の銘柄が多くなり、貯蔵施設のあるＪ

Ａメインとなり、出荷量は日々減少する。生産者は次シーズンの育苗に懸命に

なる時期である。産地では、今年は年明けから積雪が多く、苗床管理に最大限

の注意が求められている。早や植えは収穫増につながると言われているが、現

在も過去に例を見ない残雪の多い地区が多く、播種・定植の遅れが心配されて

いる。 

府県産地 

冷蔵物の主産地である兵庫（淡路島）の出荷は順調で、淡路玉葱冷蔵協会の

調べでは現在の在庫は４６，８００ケース前年比９５％。他に他県産（加工向け

を含む）が１５９，７００ケース前年比７１％となっている。現在、ＪＡの出荷は終

了しているが、商系の出荷は新玉に移行するまで続く。商系の販売方法は多様

で、市場出荷がメイン、ムキ玉納入がメイン(周年淡路物を求める納入先もある)、

量販店納入がメイン。と多様化している。出荷方法により収益差が大きく、今シ

ーズンは稀に見る高収益となったが、市場出荷が最大の収益を上げている。 

現在、生産者は、今シーズンの肥培管理に取り組んでいるが、昨秋の天候不

良で、苗立ち不良となった苗床や生産者の高齢化もあり、多少の減反となって

いる。生育は年初来の低温で普通早生が遅れている。極早生は生育良好で抜

き取り出荷が始まっている。 

長崎は極早生の最盛期となっているが、球肥大が遅れ収量は伸びていない。
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例年に比べると分球・裂球は少ない。高値市況を反映して、若採りになったと思

われる。今年は北海物の入荷減で、九州市場の割高市況が続いているので、

九州市場重点の出荷となっている。 

佐賀では、定植後の低温と雨不足で、生育は全体的に遅れている。特に、マ

ルチ栽培の減反が目に付く。詳細は入手していないが。中心産地の白石地区

では前年比１０％前後の減反と見られているが、早生の減反率よりも中晩生の

減反率が高い。マルチ早生の出荷は３月後半になる。低温が続くなかで、ベト

病の発生が散見され、気を揉んでいる。 

輸入動向 

 １月の輸入は速報値で，２３，８８２トン前年比１６２％。国際的なコロナ禍の影

響で、輸送難を始め、諸費用の値上がり等で、輸入量は予想量を下回ったが、

前年比では大幅増となった。主力の中国物は２０，９９５トン前年比１４４％。アメ

リカ物が２，０８４トン前年比９７４％。オランダが４７１トンで前年は輸入なし。ス

ペインが１７６トン、前年はなし。タイが２４トン、前年はなし。となっている。 

中國、旧正月に向けて、価格は一時下げに向かったが、２月初めの入荷は

旧正月の関係で減少している。現在の産地は雲南省で、価格は２０ｋｇ・Ｃ＆Ｆ、

ムキ玉＄１１.00、皮付き＄９.50になっている。 

ニュージ-ランド、既報の通り、高温・旱魃で球伸びが今ひとつで小粒傾向で

ある。他国と同様に船積みのスペース確保が厳しく成約は少ない。日本向けの

現在価格は、６５～７５㎜サイズ・２０ｋｇ・Ｃ＆Ｆ・￥１，９００である。 

 

３月の市況見通し 

２月の玉葱市況は、月前半は一段高となるも、月後半は軟化すると予測した

ものの、府県の早生物の入荷遅れと、輸入物の予想外の数量減で、昨今は品
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不足が深刻化し、市況は一段高の展開となっている。３月も新物の入荷が大幅

に増えない限りは、供給不足で高値が続くことになる。通常、需要は３月後半か

ら新物が旬を迎え、４月、５月と順増するが、昨今の異常高値の反動で需要減

（買い控え）の兆しが見受けられる。輸入物は割安でも敬遠する市場が多く、３

月は入荷減の北海物は高値を維持する可能性はあるものの、新物は軟化し 

Ｋｇ￥１００程度値下がりすると見ている。然し、新物も抜き堀り出荷や若採り出

荷が続くと、収量減となり、４月の出回り量に大きく影響する。（了） 笹野敏和 記 

 


